
2025年度京都大学短期派遣プログラム 
インド工科大学ハイデラバード校（IITH）サマープログラム
～Deep-tech Entrepreneur Spirits with IITH Students～

募集要項 

1. プログラム概要
本プログラムでは、本学学生がインド工科大学ハイデラバード校（以下、IITH）を訪問し、現地学
生と共に Deep-tech に関する起業家精神を学ぶことに加えて、ハイデラバードの歴史的な場所等を
訪問しインドの文化、歴史等も学びます。参加学生は、プログラムを通じて、近年急速に発展を遂
げているインドの成長を肌で感じることができます。なお、IITH の学生がバディとしてプログラム
期間中の参加学生の生活、学業をサポートしてくれます。

2. プログラム実施期間
2025年 9 月 7日（日）～9 月 14 日（日）
※詳細は別紙参照

3. 募集人数
10 名

4. 応募資格・要件
応募からプログラム参加に至るまで、以下①～④の資格・要件をすべて満たすこと
① 本学の学部または大学院における正規学生であること（休学中の応募・参加不可）
② 優秀な学業成績を有すること
③ 英語能力の要件はありませんが、現地で実施される英語での講義に意欲を持って参加できるこ

と
④ 本プログラムのメインテーマである起業に関する興味を持ち、自身の専門分野以外の内容でも

積極的に学ぶ意思があること

5. 参加費用
約 20 万円（大学からの支援金支給後の最終的な自己負担額は約 10万円）

※１USD＝149.07円（3 月 6日現在）で計算しています。
※為替レートの変動等により、参加費用は多少の増減の可能性があります。
※プログラムを修了し、必要な手続きを期日までに完了した者には、本学から 10万円の支援金
を支給します。

（上記費用に含まれるもの） 
研修費用 US＄200（空港送迎費用、IITH 構内 IGH（International Guest House）宿泊費用、朝・
夕食費用を含む）、航空運賃、燃油サーチャージ、空港施設使用料、空港諸税等 

（上記費用に含まれないもの） 
教科書代、自宅から空港までの交通費、査証申請費用、超過手荷物運搬料金、海外旅行保険（本学



指定の保険に加入必須）、昼食費用、個人的な諸費用 

※ 最終決定通知後に参加を取りやめる場合、キャンセル料が発生します。

6. 応募の手順
（1） オンライン申請

以下 URLよりログイン後、必要事項を入力し、提出書類①～④をアップロードのうえ、オンラ
イン申請を完了してください。
＜オンライン申請画面ＵＲＬ＞
https://area34.smp.ne.jp/area/p/nita0mjmel1pepbt9/hbbQ7J/login.html
（ログイン ID: tankihaken_1704、ログイン PW: N9St1K）
※http の後ろに必ず、sがあることを確認してください。
※参加申込書の印刷は不要です。

【提出書類】 
アップロードの際、各ファイル名は「提出書類名_氏名」としてください。

① 志望動機書
以下 URL から所定の様式をダウンロードのうえ、A4 サイズ 1 ページ程度で作成してくだ
さい。
URL: https://fsv.iimc.kyoto-u.ac.jp/public/OPZagpYWxiNYGy_IyOMYQL0_Z7HZN9qpsi7-oxUO6Rfq

② 英語能力試験のスコア証明書（写）※提出できるスコアがある場合
英語能力試験の種類、またそのスコアの有効期限は問いません。ただし、提出するスコアは
一つとしてください。TOEFL ITP を提出する場合は、KULASIS Mypage のスクリーンショ 
ット（氏名とスコアが確認できること）を提出ください。
※提出できるスコアがない場合は、志望動機書の中で英語能力に関して説明してください。 

③ 学業成績証明書（和文・写）
学部 1 年次から 2024 年度後期までの学業成績（他大学在籍分も含む）とし、成績評価基準
が記載されている学業成績証明書を提出してください（「学業成績表」は受付不可）。なお、
日本語・英語以外の場合は和訳（様式任意）を添付してください。学部 1 回生は提出不要と
します。

④ 顔写真
顔写真データ（６か月以内撮影、正面を向いたもの、無地の背景（壁など）の前で撮影した
もの、正式な証明写真である必要はありません。サイズの指定はありません。）

（2） オンライン申請期限
2025年 6月 6日（金）正午（厳守）
申請期限後の書類提出・差替えには一切応じられません。

7. 選考日程とその後のスケジュール
本プログラムの選考スケジュールは、以下のとおり予定しています。

https://area34.smp.ne.jp/area/p/nita0mjmel1pepbt9/hbbQ7J/login.html
https://fsv.iimc.kyoto-u.ac.jp/public/OPZagpYWxiNYGy_IyOMYQL0_Z7HZN9qpsi7-oxUO6Rfq


日程 内容 
6 月 6日（金）正午 オンライン申請期限（厳守）
6 月上旬～中旬 選考期間 
6 月 19 日（木） 選考結果通知（本人宛メール） 
6 月 27 日（金） 
12：10～13：00 

参加者オリエンテーション 
※詳細は、最終合格者に別途連絡

7 月中旬 海外渡航安全説明会 
※Zoom での当日参加または録画視聴

9 月 7日（日）～14 日（日） プログラム期間 

【備考】 
 本プログラムは本学より京都大学全学事業実施経費による援助を受けて行われます。
 各自の予定等を十分に確認のうえ、授業や研究活動、他のプログラム等とのスケジュールに重複

がなく、全日程確実に参加が可能な場合に応募を検討してください。
 同時期に実施される他プログラムとの併願は認めません。ただし、Kingfisher Global Leadership

Programとの併願は可とします。
 自然災害等その他の事由により、プログラムが中止になることがあります。
 参加決定後に辞退することのないよう、募集要項を熟読のうえ応募してください。
 申請や提出書類の内容に虚偽があった場合は、このプログラムの参加費用に相当する金額全額の

支払いを求める場合があります。
 本プログラムでは、本学指定の治療・救援費無制限の海外旅行保険（学研災付帯海外留学保険）

に加入すること、参加者全員が本学指定の同一のフライトで渡航、帰国する必要があることをご
理解ください。

 参加者には、IITHが指定する査証を申請していただくことになります。詳細は参加者に改めてお
伝えします。パスポートを保有していない場合は、早めに取得することをお勧めします。

 本学としての正式な単位認定はありません。
 本プログラムを通じて取得した個人情報(プログラム中の写真、動画等を含む)・志望動機・プレ

ゼンテーション資料・最終レポートは以下に利用する可能性がありますので、ご了承ください。 
1．プログラム運営に関する業務
2．学術・研究を目的とする調査
3．本学のウェブサイトや報告書等の広報媒体
4．協力企業/団体の公式媒体

8. 参加にあたっての誓約事項等
参加決定後、以下の事項等を承諾・厳守することを本人および保護者に誓約いただきますので、あら
かじめご確認ください。 

 留学に関わる費用を理解した上で、事前に経済支援者の了解を得た上で出願のこと。
 本プログラムに参加することに関し、保証人（親族等）の了承を得ていること。



 留学生活に適応できる健康状態であること。（既往歴・現病歴のある場合は必ず申し出ること） 
 出国から帰国までの期間中における事故・疾病等については、自らの責任として対処すること。

但し、それらについては必ず本学の担当者まで速やかに報告すること。
 出国から帰国までの期間中に自らの不注意により発生した対物、対人の賠償については、自らの

責任とすること。
 京都大学が指定する、出発から帰国までの海外旅行保険に加入すること。（治療・救援費用無制

限）
 派遣先の大学等が所在する国や地域の災害や治安等の状況によって、本学が学生の安全を第一に、

短期留学・派遣プログラムの中止・延期または帰国勧告を決定することがある。それらの事態が
生じた場合は、本学の指示に速やかに応じること。 なお、これによって生じた損害（キャンセル
に係る費用を含む）について、本学に一切の責任を問わないこと。

 短期留学・派遣プログラムの趣旨を十分理解し、派遣先大学等での学業に精力的に取り組むこと。
参加する留学・派遣プログラムの定める講座には原則すべて出席すること。（なんらかの事情で、
やむを得ず欠席、遅刻、早退をする場合は、必ず事前に担当者へ連絡をとること）

 渡航期間中においては、滞在国の法令、派遣先大学等の規則を遵守し、本学の学生として責任あ
る行動をとること。

 但し、飲酒・喫煙については日本の法律を遵守すること。（ハイデラバードのあるテランガーナ
州では飲酒は21歳から）

 麻薬、大麻、覚せい剤、危険ドラッグ等の薬物は、現地の法律で禁止されていなくても使用しな
いこと。

 いかなる場合も車両（自転車を除く）の運転を行わない。また現地の交通法規を遵守すること。 
 本プログラムが求める手続き等は、期日までに必ず行うこと。なお、この手続きには、本プログ

ラムの辞退によって生じたキャンセル料の納入も含まれる。
 本プログラム終了後、国際教育交流課より本プログラムに関連した広報等への協力要請があった

場合は、積極的に応じること。
 本プログラムを通じて本学が取得した個人情報(プログラム中の写真、動画等を含む)・応募動機・

プレゼンテーション資料・最終レポート等は、募集要項備考欄に記載の諸事項に利用される可能
性があることを認識し、万一差支えがある場合は事前に担当者へ相談すること。

【本件問合せ先】 
国際教育交流課 海外留学掛  
担当：立田、清水（TEL：075-753-2561） 
E-mail: koryusien@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

mailto:koryusien@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp


Day Activities Information
Arrival in Hyderabad Pick up by Japan Desk of IITH
Move to International Guest House (IGH) of IITH
 Orientation Buddy introductions, grouping, precautions for safety
 Campus Tour Knowing how to live in the campus

PM
Student interaction at Department of
Entrepreneurship & Management, IIT Hyderabad

2 9 Tue Visit to Industrial areas in  Hyderabad TBD

AM Interaction with Faculty Members  (Arranged based on the profile and interest of the participating students)
PM Get connected with iTIC Tech Startups (1)  (Arranged based on the profile and interest of the participating students)
Evening Cultural activities (e.g. acitvities with Otaku Club of IITH students)
AM Get connected with ITIC Tech Startups (2)  (Arranged based on the profile and interest of the students)
PM Sports/Culture (Elective)
AM Wrap up Preparation for presentation

Presentation Japanese students give presentations on the outputs of the activities at IITH
Award of Certificates by Director IITH and/or Dean International Relations IITH

Evening Ferewell party
AM Free (Packing stc)
PM Cultural Tour~Airport Temple ~Golconda Fort~Airport (Dinner at Airport)
Night Lv. Hyderabad

7 14 Sun Ar. Japan

PM 

6 13 Sat

4 11 Thu

5 12 Fri

1 8 Mon

AM

3 10 Wed
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